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A Trial Manufacture of a Silicone Insulated Direct Current Motor (皿)
Surface Coefficient of Heat Transfer of Silicone Insulation 
Hiroharu FU]ISO. 
In the previous issue the author reported on the thermal conductivity of si1cone 
insulation. 
In order to apply the silicone insulation in designing a high temperature machine， it
will be necessary to obtain precise data refering to the surface coefficient of si1cone 
insulation. 
The author. accordingly， investigate into the surface coefficient in this case and 
give the experimental resu1ts in this paper. 
筆者は前号に告いて「シリコーンJ絶謀。熱伝導率について報告した。しかし「シリコ戸ン」
絶縁は新材料であるから，とれを用いて高温度上昇。電気機器を設計しようとする場合には，熱が
「シリコーン」絶縁。面上から流体に授受される割合すなわち熱伝達率についても正確な資料を得
るための実験研究を行うととが必要である D
よって筆者は「シリコーン」絶縁の熱伝達率について実験研究を行ったのでその結果につい℃
論述することにする。
緒
?
「シリコ{ン」白熱伝導率については本研究報昔前2号1).2)に詳述した。しかし熱が「シリコ
ーン」絶縁の面上から流体に授受される割合，すなわち熱伝達率についても「シリコーン」絶藤主
耐高温度上昇。目的に使用する場合にはその正確な資料を確めて最くととが設計上必要で、ある。よ
って筆者は主として自由対流，強制対流に老ける温度上昇と熱伝達率とD関係主実験測定したりで
その結果について述べるととにする。その結果は Nusselt係数対 Reynold係数D関係についても
言及した。
2 . 測'定 の 理論3)
熱伝達すなわち一般に固体の表面とそれに接触する周囲流体問の熱授受は，伝導，対流，同時
に熱放射によって行われ，したがって伝熱量は雑多の原因によって影響を受け，複雑な過程となる
から，現在ではまだ決定的な定義式は見られない凸一般には永年 Newtonの措却則が広く採用さ
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れて居る。すなわち温度0，表面積 dFなる国体表面から時間 dr聞に温度tなる周囲流体〈静止
または流動する液体または気体〉に伝達する熱量dQは，面積dF，時間 dr並びに温度差 (fJー t)
に比例するとの仮定に基くもので，次式の如〈表わされる。
dQ = α . dF . d r ()- t) …・・…….....・H ・-……-…・….....・H ・...・H ・. (1) 
ととに流体温度 tとは，固体表面に近接した流体温度のことではなくて，固体面からある距たりに
あり，固体壁の存在には無関係の流体温度を意味する白したがって両温度()， tが時間的に変化し
ない定常状態に沿いて，表面積Fより時間 T聞に流体へ伝達する熱量は簡単に次式で与えられる口
Q=α・F.r・(fJー t)…..・H ・.・H ・-…・ CKcaI).・H ・...，・H ・H ・H ・.(2) 
ととに αは熱伝達率と呼ばれる比例常数で其のディメンシヨンはつぎのと語りである。
〔心=[門広~hoCJ
との Newton法則にしたがって熱伝達率 αを求めようとすれば， Qの外に 0，
ならない口一般には fJ， tQ::>うち tの測定の方が容易でかつ熱伝導の微分方
程式を解く上にも限界条件として tが既知なる場合がj号沿い。
今Figlの如く同体表面に徴小面積dFをとり，其の商と流体との熱授受
を考えると， fJ> tなる時，限界面に告ける伝導熱量は熱伝導。基本式から
/ dfJ¥ 
dQ = -k . dF . dt (一一) ・H ・H ・-…‘・H ・H ・.・H ・-….(3) ¥dガノ。
とこにkは国体白熱伝導率， (d(}/dx)口はx軸を図むようにとった場合の表面
に老ける温度傾斜である白
また国体表面よりの伝達熱量は (2)式から
tを予め知らねば
Fig 1 
t 
dQ =α ・dF.dr . (()ー t).・H ・.・H ・.・H ・..."・H ・-…...・H ・-…...・H ・.(4) 
両熱量は相等しいはす=で、あるから，
一(dfJ/dx)白=¥(0- t)・・ 日…....... ・H …......・ (5)
となる D
それゆえ Fig1に沿いて縦軸を温度の座標に撰べば，間体面温度。はA，点で表わされ，t.r..長温
度傾斜ー(d8/dx)()は，国体面上に長ける国体内の温度分布曲線の接線がx軸となす角の正接とな
るゆえ，その角を CPoとすれば式 (5)より，
(dfl/¥一α/tan CP(J =一 ~U;dx九一 :;/k (8ー t) …H ・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・. (6)
ゆえに Fig1に告いて A点に告ける接綿を延長し，また周囲流体温度に等しき温度線 CBを描が
き，両線の交点を Bとすると，三角形ABCにヰないて，
_AC/ 一 (fJ-t)/an cp口一 /CB一 /S ・H ・H ・-…..・H ・. H ・.・H ・.....".…....・H ・.(7) 
なる関係をうる。とれを式 (6)と対比して
S=CB =K4 …・・ ・・… ……......... (m) ……...・H ・-…・ ・(8) 
すなわち CBは熱伝導率と，熱伝達率との比k/α を表わすととがわかる D
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したがって， f)， tが測定できれば間体内温度分布曲棋に告けるi頃斜角仇は求められるからこ
れから kを既知として αを決定するととができる。
~~なとの関係は定常不定常い宇れの場合に対しても適用せられ，また S の長さは間体罰の形に
は全く無関係となり， αの値が無限大たる特別の場合には， 5=0すなわち A，B， Cの三点は一
点に会し，表面温度と周囲温度とは等しく f)=tとなる。
以上は，熱伝達率 αを既知または常数として考えたのであるが，実際には αは対流伝導放射
による影響を考慮した係数であるから厳密にはとれを分離して考えたEくてはならぬのであるが，放
射によるものは後述するように別個の特性に従うりでととでは伝熱に台ける企熱伝達率 αTを対流
伝導に上る α と軒射のみによる αRとに分ち
αT= α + αR ・H ・H ・-…...・H ・.・H ・."・H ・.・H ・.・H ・.・H ・...…...・H ・.(9) 
と上式のように沿いて専らαのみについて考えるととにする凸しかもそこの αはまた自由対流と強制
流動の二つの場合に分けて考えることができる。
自由対流は流体内の温度差によって流体密度に不同を生じそれによって起る対流で，強制流動
は外力によるものである。換言すれば!自由対流とは国体表面と，伝達。原因がなければ、静止して括
るべき周囲流体とり聞の伝熱過程であり，強制対流とは，流体を間体壁面に沿って外力によって流
動せしめる際の熱の伝達過程であるD 勿論強制流動の場合にも自由対流は同時に起るりであるが，
流速度大なる場合には，その作用は無視し得るのが普通である白
以上のように固体面と流体聞の熱授受は，主としてとこにいう対流によって行われるりである
が，全体から見れば単純に対流りみによってkされるりではなくて Prandtl([) 
説に従えば，如何なる種類D流動に告いても同体面に隣接する部分には殆んど静
止している薄い流体膜即ち「限界層」が存在するゆえその層内の伝達は純伝導に
よって行われ，したがって‘熱伝達の過程は厳密には，最初熱伝導によりその後対
流によって行われるととになる口
その状態を説明するために Fig2のように温度がOである壁に沿ってそれよ
りも低温度 tである流体が流れる場合の温度並びに速度分布を考えて見ょう。
流動速度ωは，流体の粘性むため壁面では零となり，あるseりに沿いて最大
値ωに達する。
同様に流体内θ温度も壁温度。から一挙に tまで降下せ守、に，ある距りに3ま
いてtとなる口以上白べたように温度並びに速度の主たる変化は Prandtlの限界
Fig 2 
層内で行われ，との特殊限界層内では流体θ微小片は内部摩擦の影響を受け，星空面に平行な一定の
流動すなわち流綿流動をなすから，乙の層中の伝熱は上にのベたように，主として伝導のみによっ
て行われるのを知るのであるロ
したがってとの場合は，単位時間に壁面から流体へ対流によって伝達する熱は，
Qa; = α ・F ・(f)-t) ・H ・H ・-…..・H ・..・H ・-……...・H ・..・H ・. H ・. (10) 
限界層内の伝導によって伝導する熱量は，
Qλ=-k-F (%)0・・・…・ … ・ …ー (11) 
ととに (8tjan)。は限界層内の温度傾斜， kは流体の熱伝導率である。定常状態ではこの両熱量の
値は等しいはやであるから，
_ k. (at!an)o/ αー /(f)-t) ・H ・H ・..・H ・..・H ・H ・H ・.…..・H ・..・H ・H ・H ・..…(12)
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それゆえ熱伝達率 αは，流体白熱伝導率 k，壁並びに流体温度0，t，限界層内の温度傾斜したが
って限界層の厚さによって影響をうける乙とを知るのである。
限界層についての研究によれば4)Fig 3 (a)， (b)のように半径roなる円筒
面の温度が Toであるとき，限界層内D温度傾斜が直線的に変化すると仮定する
と基準温度に達する距離をむとし，rs -ro sとヰなけば、， dT/dr = To/rs-
ro = To/sとなるから α=(s+ro)/ro x ks = k (1/s十 1/ro)となる。
空気の k=2. 86 x 10-' Watt/cmoCとすれば，磨いた真錨管D場合<Dsは
第 1 表 次むようになる。
以上によって判るように限界層の
厚さは 3.62-. 3. 86mmの潤にあり，
とり値は温度により多少増減するが実
用上は限界層の厚さを考慮する乙とな
し普通 Newton法則がそのまま適用されている。
筆者の場合も限界層を分けて考えす=に Newton法
則によって α白測定を行った。
ToEC叫 1/8 I s(m.m) 
0.478 4.86 2.76 3.63 
0.94 3.64 2.575 3.86 
1.9 3.29 2. 763 3.64 
3. 175 3.00 2.685 
3.8 3.81 
5.1 2.70 i 2.63 ~ 
3 . 実験試料並びに装置
Fig 3 
? ?
d. g. c 1.6mm (二重硝子繊維糸巻〉電線で Fig4のような総輸を作り，之を「シラスティッ
クテープ」半掛巻としてcureをD'-'"¥，DC 996 rシリコンワ=ス」を用いて真空含浸し空乾Curing
含浸の操作を二回宛行った。 M~輪む各温度測定点には0.35mmcD銅「コンスタン j 線を銀銭付した
もりを挿入し任意の時間に所要点の温度測
定を行となうことができるようにした。実
験は之を第1段静止流体内すなわち自由対
流に争ける熱授受，第2段強制流動並び、に
自由対流に者ける熱授受の測定に別かち，
第 1段は線輪D消費電力各 50Watt， 100 
Watt， 180 Wattに分けて紘輪内温度分布
を測定した。乙の測定には島津製作所製の
6接点真空管式自記記録計を用いた。
第2段強制流動の試験の場合は風速8
m/sec定出すととのできる風洞を作りそ
り風洞内に線輸を置き，続輪消費電力各
100 Watt， 200 Watt， 250 Watt 別にピ
トー管によって風速を測定しつつとれと対
比して切換式mV計によって紘輸定点の測
温を行った口な~d. c. c 1.6 mm <，.二重綿
巻〉電棋をもって同型白根輸を作くり， A
積絶縁含浸処理を施しτ同時に実験を行
い， d.g.cとd.c.cの場合の実験結果を比
較できるようにした白
Fig 4 試験用線
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果結の験実4 . 
静止空気中。加熱曲隷
試験線輸 d.g.c巻線未含浸りもの及び d.c.c巻組合浸のものを直列に接続して直流を通じて
加熱した場合の加熱曲線は Fig5から Fig11までに示した。図中 d.g.cは二重硝子巻綜1.6mm
シラスティヅクテ{プ半かけ錦輸で未合浸， d.c.cは二重綿巻椋 1.6mmの向型!!線輪で綿テープ半
かけA種絶縁ワ=スで、含浸したものである。 0，01，…001， 002…はFig4による調Ij温点む番号であ
る。 d.g.cも含浸しないものは d.c. c ([)含浸したもりより透かに熱伝導率の低いことがわかる。
( 1 ) 
Fig 6 消費電力 113Vxl1A=1243 Wattの場合
d.g.c coil中心温度 l'mVを示すと
きから放冷を行ったもの。
室温 26白C
4 
3 
2 
消費電力 AC113V x 5A 
565 Wattの場合
。
??
??
Fig 8 線輪消費電力 50Wattの場合
dgcく未含浸)dcc (含浸〉の各温測点温度
上昇の状況
室温 25.50C
30 60 90 120~ト
消費電力 7Ax24・4V=170Wattの場合
dgc (未含浸〉と dcc含浸の場合
の各測温点温度上昇の状況
室温 260C
Fig 5 
胃V
E 
180，. 120 
Fig 7 
Fig 9 消費電力 50Wattの場合
dgc未含浸線輸の各測温点温度
定常状態
室温 25.50C
60 90 120 150 180t-
圃V
!I 
10 
9 
明V
6 
.ε些斗~骨-....&1
-~ 
005" .9.7'c 
て05
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Fig 1 dgc含浸した場合。各消費
力別各削温点温度く定常〉
内三生事 ---0. ---0 
帽ow
内---
ーーーーーーー-0一一嶋田2
-ーーー凶伶ご三三~5
未含浸消費電力 O.8A x 22. 6V 
180 Wattの場合
加熱曲線最高点 350C，表面 1500C
に至り後 6.2A x 23. 1V= 143 Watt 
定常としての各部温度
室温 25.50C
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Fig 10 
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Fig 11 ~ d. g. cを DC.996ワz ス二回含浸
した場合消費電力50Watt，1ωWatt， 150Watt， 
180 Watt別の各測定点温度を示す。図中，内とあ
るのは Fig4綿輪断面の Oより内側，外とあるの
は同外側の意で点線は消費電力を同じとした場合の
未含浸時D温度を示すD 含浸したものと然らざるも
のとではその温度分布に著しい差があるo
T 
4 
2 
6 
5 
。
30 60 90今
静止空気中の縁輪切断面の温度分布一絶縁被覆内の温度降下(2) 
総輸加熱試験の結果定常状態に長ける各部温度から線輪切断面に者ける温度分布を求めると
1 
10 
9 
7 
Fig 14 含浸した dgcコイル
の消費電力別温度分布
10 
6 
5 
4 
3 
2 
4 
3 
2 
。
Fig 13 170 Watt加熱曲線
(Fig5に対Jぷする〉
9 
10 
9 
Fig 12 140 Watt未合浸
(Fig 3 ~，こ対応する〉
7 
7 
6 
6 
5 
5 
4 
3 
2 
。線軸外制半t!1
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Fig 15 Fig 6に対lぶした場合の線輪切
断面における上，左右方向の温度分布
Fig 16 合浸したdgcコイ)L.0)切断面に
おける温度分布と絶縁被覆内の温度傾
斜〈消費電力別〉
?
???
???
;に -0-' ~ 01 
' 骨，];量魚
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Fig 18 Fig 17 (a) (b)に対応する温
度分布の立体図
&7 
Fig 12カ￥ら Flg18まで、で、あるιFig12カ瓦ら
Fig 15 までは加熱及び冷却曲棋によって得ら
れた各部の温度上昇を線輪切断面の温度分布及
び被覆内の温度傾斜として示レたものである。
Fig 16から Fig18まではとれ等混度分布を
等温椋図，立体図等の表わし方で示したもりで
ある口
くa】
Fig 17 DCC (含浸〉最高温度 750C心場合における線輪切断面の等温線図と温度分布図
線輪巾
外相j内情4
7S・c
30 
・c
2 9 4 5 6 T-89 10 1 12 
(3) 静止空気中における「ジりコーン」絶縁の熱伝達率
(8)式α=k/s によって αを測定できるから Fig19， Fig 20及び Fig21からこれを計
算すると第2表のようになる。 Fig21は「シリコージ」絶縁。熱伝達率ktD値を示したものであ
る:;)。
20 
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Fig 19 
1IlVI 
4 白色対説における
被覆内温度傾斜
ミ向費電力別
(d[f，c合部
Fig 20 
明V
3 
自由対rftl':おけ吾被軍内"iS.度傾斜
i商禽電力 130Watt町場各
コ-(1j..J:T語草防熱
一一一部
ーーーー-d出
Fig 21 rシリコーンJ絶縁の温度上昇に交付
る1熱伝導率
U):シ日コー ンずラスクロス
(2):シラステイヲタテ'プ
①:日ステ判ヲテサ・DC996舎建
20 可 -60官加同 140 160 180 200 :J，2九州
第 2 表
時濃厚力|線開寺息温度|マ?:titi315?1専率IS Cm.m)片山wa山 zOCコ I~t善説響
50 69.5 0.044 3.67 12 107 
10 115.5 0.053 3.37 15.7 171 
100 151. 5 0.06 3.2 15.3 216 
180 165.5 0.069 3.13 20.1 242 
また Fig20に示したように総輸の上下面を熱絶縁して周囲のみから放熱するようにして行った実
験の結果から αを算定すると第3表のようになる。
第 3 表
線輪消費電力 |線輪表面温度 | 右に対する熱伝導率 | 
ーー -(型旦_J____1 __J型工__1← γa_!~恒竺c
50 26 0.033 
ぐ室温140C) 32 0.036 
45 0.039 
51 0.041 
6 0.043 
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(4) 静止空気中における放射による熱伝達寧
放射によって失われる熱量はそれに面接する他の物体の存在によって彰響をうけモの量 QRは
次のように書き表わされる。
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QR=十 C12，F‘[ (~{ooY ーの{ooYJ … … ・・・・ …(13) 
ことにヂは放射面と受熱面との間D企放射に対する角関係
C12は放射面と受熱面白有効放射恒数
Fは放射面白面積
Tlo T2 は放射面及び受熱面白絶対温度
しかし工学上では毎秒物体の 1m:!表面から放射される熱量的を
tJ， = 5.7ν〔(%。)4一(ち{o)'J..・……
として与えている。 Wahmsler，Richter51 等によればνむ値は
第4表のようであるロ
さらに
ω8 = hB () …・H ・H ・.・H ・..・H ・H ・H ・H ・.…・ (15) 
とあらわし電気機構では ωsは6Watt/m:.lOCと与えられτいるo
第 4 表
物 体 v 
車唱 黒 体 1.00 
膳 銅 0.17 
鍛鋼〈組〉 0.95 
鋳 鉄 0.97 
繊維又は紙 0.9 Fig 22は (14)式に沿いて ν=0.85とした場合。叫の
値を示す。本節 (1)に老ける椋輪加熱試験に語い℃得られた消費電力別D試験θ場合の表面温度
をもっτFig22から該温度に対応する放射熱量を
Fig 2 放射による熱伝達率
??????
?
ν= 0.85 
t = IO.20.30.40't: 
求める
と第5
衰のよ
うにな
る。
Fig 
23は自
由対流
。場合
。「シ
第 5 表
組輪消費電力|放射による熱伝導主十温F主芽
(wattJ (watt/m~OC)- :?;;..~ 1ICOCJ 
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撮り熱伝達率を示す。乙の場合全熱伝達率 αp=α
+αRとなって放射による熱伝達率も考えなくては
ならないけれども (4)に述べたように放射による
熱伝達率の放射恒数は正確を欠くので，本論文に於
ては放射による熱伝達率についてはとれ以上言及し
ないととにした。
(5) 強制涜動における絶縁被覆内の温
度降下
試験用線輸を Fig24に示すような風洞内に装
置して風速を O.8m/secから 8m/secまで変化させ
?
? ? ?
?
???
22 
20 
18 
16 
14 
12 
Fig 23 自由対流における「シりコー ν」
絶騒の温度上昇と熱伝達率
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Fig 24 風洞 消費電力別にそむ被覆内温度傾斜を測定したものを
Fig 25から Fig30までに示した。 Fig29までは
dgc競輪に対するもりで， Fig 29は dgc，dcc線
輪との比較を示し.Fig 30は表面温度上昇を OOC
とした場合の熱伝達の状態を示したものである。
Fig 25 
Fig 31 は以より実験に於ける熱電対起電力と
温度との垣正曲線である。
Fig 26 Fig 27 
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(6) 強制涜動における熱伝達寧の尊定
(5)によって得られわ資料に基いて風速別に
jせする絶縁被覆内の泊度傾斜が決定するから乙れか
ら (8)式のsを実測してさらに表面温度に相当す
る「シリコーンJ絶繰の熱伝導率を Fig21から求
Fig 32 空気の粘性係数，密度，熱伝導率
と温度との関係
Fig 31 熱電対起電力と温度
型 TE 曲線???
?
150 
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第 6 表
めると{¥'ニー k/sによって αが算定せられる。その値は第8表のようである。
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(Xtはシラスティックテープの熱伝導率主用いた場合
町はシラスティックテープ (DC996含浸〉熱伝導率を用いた場合
さらに Fig326) から被覆表面温度と流体温度
との平均温度に相当した空気の粘性係数，密度，熱
伝達率を求めて， 消費電力別に Nusselt係数，
Reynold係数を算定してとれを対数図表で示すと
Fig 33のようになる口
(7) 測定値に対ナる補正
(6)に沿いてりべた結果は通風方向に対向レ
た線輸の一点の温度を測定して得られた結果である
から，その値は直ちに「シリコーンJ絶縁の熱伝達
Fig 33 rシリコーンJ絶最り熱伝達率
? ? ? ?
??
??
? ?
??
? ? ?
??
?
100 
'~8 
20L，/ 
A:~ヲステ村クテ'プのE量周\'~1i舎一- . 
B:問主量OC996告ill(，;t:宅のII:t"'¥.(:場b
C;靖費電力250Watt・-噂&
3 4 5 10 20-3iJ初旬 100嗣う酔件
率として採用するととはできない口問筒周囲に沿ける熱伝達率の分布については Lohrish， Drew 
IOl 
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and Ryan等の研究によってそれが興味ある形状を呈する乙とが報告されている九 Lohrishの結
果を Fig34に示した。乙の図形は Reynold係数別に Nusselt係数D値が示されている。
Fig 34 円筒外表面上の熱伝達率
分布曲繰
Fig 36 温定値 Nu係数と Lohrish図形にお
ける平均値との割合
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Nusselt係数が風向に対する角度の変化によっ
て異なる割合を Reynold係数別に求めると Fig35 
のようになる。との割合を換算率として官ig36に
示す。乙れによって乙の実験による測定値をま宇、平
均 Nusselt 係数に補正し，さらにそれから熱伝達
率を算定すると Fig37の結果をえる D
図中Aは熱伝導率を小なるものにとり Bはと
Fig 35 円筒外表面上の熱伝達率
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Fig 37 強制流動における「シりコ-Y' J 
絶縁の熱伝達率
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れを大なるものとしてとった場合D値である。 A~紘は消費電力 250Wattとした時の特殊の状態を
示しているロ
4 . 考 察
乙の実験D結果を Fig33に示したように McAdamsの単管についτD多数の数値81 と比較
すると， rシロコーンJ絶縁白熱伝達率は相当高く算定されている口乙D乙とは次の事項に影響さ
れるもCと考えられる。すなわち
(a) 実験が乱流C影響のあるような状態に拾いτ行なわれたとと
(b) rシリコーン」絶縁の表面状態が平滑で、ないから熱伝達。良好で、あlることが考えられる
「シリコー YJ絶縁直流電動機の試作 E 25 
とと
(c) 放射による伝熱量を考慮、していないとと
(d) 温度測定用熱電対む導線が風路に鍔付効果を助長したようた傾向が考えられるとと
(e) Lohrishの実験に基いて補正を行ったとと
との実験で得られた熱伝達率は上述のように McAdamsO;J結果に比べて相当高い値を示すも
のと考えられるのであるが，自由対流D場合には 350Cにjまけるそり値は 12.5VVatt/m20Cであ
る。しかるに RichterがA種絶縁の場合lこ示した熱伝達率は 35口Cで 14VVatt/m20Cであるか
ら自り との点では「シリコーンJ絶縁体は自由対流の場合の熱伝達状態では若干劣るととが覗われ
る。ただ「シりコーン」絶暢はその本来の指命が高温度上昇にあるかちその点をみると， 1500Cで
21 VVatt/m20Cととれるから， A種絶縁に比べて正しく 1.5倍とたり， 特筆すべき特長のあると
とを示している。
強制流動の場合にもA種絶縁に対して同様特に優れているとは認められないが，通風を高める
に従ってその値は格段の差を示し，電流密度 3.5A/mm2で 70-120Watt/m20Cを示し，電流密
度 4A/mm2 では風速 4m/secから急昇して 8mjsecでは 110-150 Watt/m02Cを示してい
る。とのととは「シリコーン」絶縁の熱伝達特性として注目すべき結果である。
5 . 結
? ?
との実験D結果は以上白ペたようであるが rシリコーン」絶縁θ熱伝達率について結論する
と改のようになる白
すなわち，
(a) 自由対流の場合
A種絶縁と同程度の温度上昇で使用する場合はモc熱伝達率は若干劣るから特に温度上昇を避
けたいようた設計θ場合は注意を要する。しかし本来む指命である高温度上昇を目的に設計する場
合にはそむ熱伝達率はA種絶縁の場合([)1. 5倍良好として取扱ってよい口
(b) 強制流動の場合
との場合も (a)と同様に低電流密度，低風速ではA種絶楊に比べて優れているとは考えられ
たいが，高電流密度，高風速になるに従ってその本来の特性を発揮し， その熱伝達率はA種絶橡の
場合の 2倍以上数倍にも及ぶものと考えてよい。
以上を要するに電気機器に対して「シリョーン」絶縁を用いる場合には現行1100C温度上昇に
対してA種絶縁の場合に比して1.5 -1. 75倍の熱伝達率を採用して差支えないもむというととが
できる。
終りに臨みとの研究に終始熱Jむな御指導を賜った京都大学阿部清，同林千博両教授並びに協力
や助言を頂いた京都大学豊田実博士，竹屋助教授，本学広瀬助教授，若林講師各位に対し厚く感謝
する次第である白
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